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Numeric Rating Scale (NRS）で 5 であった。運動
に対する恐怖感を示すTampa scale for kinesiophobia




















































て、筋力がManual Muscle Testing において改善を
示し、10ｍ歩行速度も向上した。疼痛は、術部周囲
（股関節外側）に起立時・股関節運動時に Numeric
Rating Scale（NRS）で 5 であったが、0～ 1 へと
改善を示した。運動に対する恐怖感を示す Tampa































































































引 用 文 献
松原貴子，他（2011）：ペインリハビリテーション．
三輪書店．
松原貴子（2010）：慢性痛とは．機能障害科学入門．
神陵文庫，48-67.
中川明彦，他（2017）：人工骨頭挿入術の股関節後
方進入による股関節後方の安定性を目指して．
骨折．第39巻 No.2，pp312-314．
岡浩一朗，他（2014）：運動療法からの脱落を防ぎ
運動の習慣化を促す認知行動療法．サルコペニ
アの運動療法−エビデンスと実践−．医歯薬出
版，137-43．
股関節人工骨頭置換術後の疼痛に対する患者教育
― 237 ―
表１ 介入前後の運動機能評価および疼痛評価
表２ 介入初期と介入後期の内省の変化
